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童謡賛歌⑪

「こいのぼり」
いい旅、二人旅　美術館のあるまち①

市川市東山魁夷記念館
ふるさと食だより

生き生きネットワーク

木を育てる心の栄養

聴いて悩みや不安を癒す
遊
ゆう

湯
ゆう

ハイキング⑪

清水公園周辺と七光台温泉

ちばのいちばん物語Vol.11

日本初の人工海浜いなげの浜／関東で最多の道の駅

オープンカレッジ

短歌／俳句 ●選者・秋葉四郎／名取 里美

････････････････････････････････18

「根っこ座」

ちばのいちばのいいい話話

脳卒中～４つの危険因子を減らす～ 木村 正久

病をふせぐ

2006年・春夏号

童
謡
賛
歌
・
表
紙
の
歌
⑪

「
こ
い
の
ぼ
り
」

歌
い
継
が
れ
る
昭
和
の
名
曲

表紙イラスト■野田市在住のイラストレーター・本橋 尚徳

さんが童謡「こいのぼり」をイメージして描いたCG作品で

す。本橋さんは野田出身の作曲家・山中直治の童謡の世界

をＣＧで表現し注目を集めています。2000年、絵本『よう

こそ歌の童画館』（新科学出版社)発刊。
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おいしい時間⑪

長南べに花祭り、山武の名水・戸田の泉ほか

われら生涯現役■小林　晃さん

鯨が揚がる街

「讃世利亭」 「葉　月」 「大　輪」

･････････････････････････････22
「ピーターパン」 「ANTIGUA」 「かねき」

生きがいのための情報誌

作
詞
　
近
藤
　
宮
子

作
曲
　
不
明

ヤ
ネ
ヨ
リ
タ
カ
イ
コ
ヒ
ノ
ボ
リ
、

オ
オ
キ
イ
マ
ゴ
ヒ
ハ
オ
ト
ウ
サ
ン
、

チ
ヒ
サ
イ
ヒ
ゴ
ヒ
ハ
コ
ド
モ
タ
チ
、

オ
モ
シ
ロ
サ
ウ
ニ
オ
ヨ
イ
デ
ル
。

誰
も
が
口
ず
さ
め
る
愛
唱
歌
で
も
作
詞
者
や
作

曲
者
が
不
明
な
も
の
が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。「
こ

い
の
ぼ
り
」
の
作
曲
者
も
未
だ
不
明
で
、
長
い
裁

判
を
経
て
作
詞
者
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
１
９

９
３
（
平
成
５
）
年
の
こ
と
で
す
。

作
詞
を
し
た
近
藤
宮
子（
１
９
０
７
〜
１
９
９
９
）

は
広
島
市
に
生
ま
れ
、
３
歳
か
ら
東
京
・
千
駄
ヶ

谷
で
育
ち
ま
し
た
。
東
京
府
立
第
三
高
等
女
学
校

（
現
・
駒
場
高
等
学
校
）
に
進
み
、
同
校
高
等
科

を
卒
業
。
父
で
あ
る
国
文
学
者
の
藤
村
作つ

く
る

の
秘

書
を
し
な
が
ら
、
短
歌
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
母

親
は
東
京
音
楽
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
音
楽

学
部
）
を
卒
業
し
た
元
音
楽
教
師
で
し
た
。
１
９

３
１
（
昭
和
６
）
年
、
東
京
音
楽
学
校
で
講
師
を

し
て
い
た
近
藤
忠
義
と
24
歳
で
結
婚
。
本
郷
に
新

居
を
構
え
新
婚
生
活
を
始
め
た
彼
女
は
、
日
本
教

育
音
楽
協
会
か
ら
幼
稚
園
児
用
の
唱
歌
集
の
た
め

に
作
詞
の
依
頼
を
受
け
て
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
作

詞
し
ま
し
た
。
同
会
発
行
の
「
ヱ
ホ
ン
シ
ヤ
ウ
カ

ハ
ル
ノ
マ
キ
」
に
旧
仮
名
遣
い
で
掲
載
さ
れ
ま
し



県内の鯉のぼりスポット
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■名所を彩る鯉のぼり

銚子市／犬吠埼灯台
銚子電鉄犬吠駅から徒歩約10分

いすみ市／万木城址公園
いすみ鉄道国吉駅から車で約7分

■川や池に映える鯉のぼり

木更津市／矢那川公園
JR内房線木更津駅から徒歩約8分

旭市／袋公園
JR総武本線旭駅から徒歩約20分

八千代市／新川・ゆらゆら橋
東葉高速鉄道村上駅から徒歩約10分

埼玉県加須市で初めてジャンボ鯉のぼりが作られたの

は1988（昭和63）年のこと。明治の初めから伝わる手書き

鯉のぼりの伝統を全国にアピールし、市の名物となって

います。その後2世、3世と作られました。写真の3世は

材質を木綿からポリエステルに変えて作られ、長さは

100m、重さは350kg、目玉や口の大きさは直径約10mも

あります。毎年5月初旬に行われる加須市民平和祭で揚

げられます。場所は菜の花が咲く利根川河川敷緑地公園

で、クレーン車を使って大空を雄大に泳ぎます。

東武伊勢崎線加須駅から路線バス「大越小学校入口」

下車、徒歩約3分

●加須市役所　 0480-62-1111

http://www.city.kazo.saitama.jp/

た
。
曲
名
も
「
コ
ヒ
ノ
ボ
リ
」。
作
詞
・
作
曲
者

名
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

作
詞
の
依
頼
に
対
し
て
彼
女
は
、
詩
の
技
巧
や

修
飾
は
抜
き
に
し
て
子
ど
も
の
心
情
に
合
っ
た
で

き
る
だ
け
平
明
な
も
の
を
作
る
気
持
ち
で
応
え
ま

し
た
。
大
空
高
く
泳
ぐ
大
き
な
真
鯉
と
小
さ
な
緋

鯉
。
新
し
い
家
庭
を
も
っ
た
彼
女
の
目
に
は
、
そ

れ
は
自
然
に
楽
し
げ
な
親
子
の
姿
に
映
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
わ
ず
か
４
行
の
歌
詞
か
ら
さ
さ
や
か

な
幸
福
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
書
い
た
唱
歌
の
う
ち
の
一
つ
が

「
サ
イ
タ
サ
イ
タ
」
で
始
ま
る
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

（
井
上
武
士
作
曲
）
で
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
父

親
の
仕
事
の
関
係
で
自
宅
に
あ
っ
た
国
語
の
教
科

書
の
も
と
と
な
る
資
料
を
下
敷
き
に
し
て
作
ら
れ

ま
し
た
。「
サ
イ
タ
サ
イ
タ
サ
ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
」

で
始
ま
る
『
小
学
国
語
読
本
』
は
１
９
３
３
（
昭

和
８
）
年
か
ら
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
童
謡
や
唱
歌
の
作
詞
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
歌
は
愛
唱
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
長
ら
く
「
作
者
不
詳
」
と
な
っ
て
い
た

期
間
、
彼
女
は
「
詠
み
人
知
ら
ず
で
も
知
る
人
は

知
る
で
、
歌
い
継
が
れ
て
い
る
こ
と
で
も
よ
し
」

と
思
っ
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
作
詞
者
や
作
曲

者
の
有
名
無
名
を
問
わ
ず
、
歌
の
力
に
よ
っ
て
未

来
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
歌
が
あ
り
ま
す
。

参
考
文
献
／
「
唱
歌
『
コ
ヒ
ノ
ボ
リ
』『
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
』
と
著
作
権
」

（
大
家
重
夫
著
・
全
音
楽
譜
出
版
社
）

写
真
提
供
／
埼
玉
県
加
須
市
役
所

香取市／橘ふれあい公園
JR成田線小見川駅からバス「田部倉庫前」下車、徒歩約10分

横芝光町／坂田池公園
JR総武本線横芝駅から徒歩約20分

■緑に包まれる鯉のぼり

茂原市／ひめはるの里
JR外房線茂原駅からバス「ひめはるの里」下車、徒歩約5分

佐倉市／佐倉草ぶえの丘
京成電鉄佐倉駅から車で約10分

利根川河川敷に現れる！
日本一のジャンボ鯉のぼり
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市
川
は
東
京
近
郊
の
景
勝
地
と
し
て
、
古
く
か
ら

芸
術
家
や
文
学
者
が
多
く
居
を
構
え
た
地
で
す
。

詩
人
の
北
原
白
秋
や
小
説
家
の
安
岡
章
太
郎
、
市

川
・
真
間
生
ま
れ
の
中
野
孝
次
、
俳
人
の
能
村
登
四

郎
、
戦
争
直
後
の
永
井
荷
風
や
幸
田
露
伴
、
映
画
シ

ナ
リ
オ
作
家
の
水
木
洋
子
、
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
山
本

夏
彦
、
小
説
家
の
五
木
寛
之
、
島
尾
敏
雄
、
荷
風
が

好
き
で
昭
和
42
年
に
移
り
住
ん
だ
井
上
ひ
さ
し
氏
な

ど
、
文
壇
に
名
を
遺
す
そ
う
そ
う
た
る
文
人
が
滞
在

し
、
こ
の
地
を
舞
台
に
書
い
て
い
ま
す
。

20
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
日
本
画
家
・
東
山
魁

夷
も
そ
の
一
人
。
戦
後
間
も
な
い
１
９
４
５
（
昭
和ドイツに想を得たという八角形の塔

作
品
や
画
伯
ゆ
か
り
の
資
料
な
ど
多
数
を
展
示

20
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
日
本
画
家
の

市
川
市
東
山
魁
夷
記
念
館

20
）
年
か
ら
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
亡
く
な
る

ま
で
の
50
年
余
り
を
市
川
・
中
山
に
在
住
し
、
輝
か

し
い
業
績
を
残
し
ま
し
た
。
生
涯
の
大
半
を
過
ご
し

た
同
地
に
「
東
山
魁
夷
記
念
館
」
が
昨
年
11
月
12
日

に
オ
ー
プ
ン
。
２
月
末
日
現
在
で
２
万
人
以
上
が
入

館
し
ま
し
た
。

記
念
館
は
「
人
間
・
東
山
魁
夷
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、
作
品
を
は
じ
め
、
画
伯
ゆ
か
り
の
資
料
を
数

多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。
地
上
２
階
、
地
下
１
階
の

建
物
は
、
画
伯
の
人
間
形
成
お
よ
び
芸
術
の
両
面
に

影
響
を
与
え
た
留
学
先
ド
イ
ツ
に
想
を
得
た
と
い
う

八
角
形
の
塔
の
立
つ
西
洋
風
の
外
観
で
す
。

１
階
展
示
室
は
画
伯
の
追
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
で
、
身
の
回
り
の
品
々
や
出
版
物
、
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
が
展
示
。
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
館
内
情

報
や
収
蔵
品
に
関
す
る
情
報
、
市
内
の
ほ
か
の
文
化

施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
で
は
絵
葉
書
、
図
録
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

２
回
展
示
室
に
は
、
日
本
画
『
ヴ
ィ
ラ
ッ
ト
の
運

河
』
を
は
じ
め
、
北
欧
風
景
や
『
白
い
馬
の
見
え
る

風
景
』『
白
馬
の
森
（
複
製
画
）』『
緑
の
詩
（
リ
ト
グ

ラ
フ
）』
な
ど
、
美
術
作
品
24
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
に
東
山
魁
夷
の
芸
術
世

界
が
広
が
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
日
本
画
、
版
画
な
ど

３
０
０
点
、
書
籍
類
を
含
め
て
貴
重
な
資
料
が
４
２

０
０
点
も
所
蔵
。
次
回
の
展
覧
会
は
４
月
20
日
か
ら

「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
帰
国
展
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

文
化
と
芸
術
を
育
む
市
川
は
、
街
角
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
都
市
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
中
山
街
回
遊
展
も
そ
の
一
つ
で
、
今
年

３
月
25
、
26
日
に
新
し
い
中
山
の
文
化
拠
点
・
東
山

魁
夷
記
念
館
を
加
え
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

【ＭＥＭＯ】

住　所／市川市中山1-16-2 047-333-2011
開館時間／午前10時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）
休館日／毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、

年末年始（12/28～1/4）
観覧料／一般500円（団体25名以上400円）、

大・高校生250円（同200円）、中
学生以下無料、特別展は別料金

交　通／JR下総中山駅から徒歩約20分。
京成中山駅から徒歩約15分
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緑の詩（リトグラフ、部分）210.0×105.0cm（市川市東山魁夷記念館蔵）

昨年11月12日に開館後３か月余りで２万人以上が入館。道路に面した
前庭には画伯が好んだ白樺が植えられています

１Ｆ

２Ｆ

１階展示室

エントランスホール

情報コーナー

ショップ

多目的室 カフェレストラン

２階展示室

休憩室
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１
階
展
示
室
。
画
伯
の
誕
生
か
ら
画
家
へ
の
道
、
唐
招
提
寺
と
の
邂
逅

か
い
こ
う

な
ど
画
伯
の
あ
ゆ
み
を
出
版
物
や
写
真
パ
ネ
ル
で
解
説
し
て
い
ま
す

１回展示室の表示

２階展示室。日本画やスケッチ、リトグラフなど24作品が展示されています

窓から光と緑が差し込む開放的で爽やかなカフェレストランプレゼントや来館記念に最適な品々が並ぶショップ
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春らんまんの中山法華経寺の五重塔（重要文化財）。昨年春撮影

清
華
園
（
中
山
文
化
村
）

石井はなさんから寄贈。以前は「清華堂」の名前
の書店として使用。花木の多い庭園は憩いの場。
住　　所／市川市中山4-14-1
お問合せ／ 047-333-6147
開館時間／午前９時～午後５時
休 館 日／毎週月曜日、年末年始
◆和室と庭園をお楽しみください。

旧
片
桐
邸（
中
山
文
化
村
）

電機業界で成功を収めた片桐勝蔵氏の邸宅。次女
の川原君江さんから寄贈。
住　　所／市川市中山3-15-8
お問合せ／ 047-333-6147（清華園）
公 開 日／毎週金・土・日曜日
開館時間／午前９時～午後５時
◆サンデー・マチネー・コンサート
4/30（日）14:00～15:00
お申込みは（財）市川市文化振興財団 047-379-5111  

水
木
邸

脚本家・水木洋子の邸宅。
住　　所／市川市八幡5-17-3
お問合せ／ 047-320-3354（市川市文学プラザ）
公 開 日／原則毎月第４土・日曜日。グループ見学

は事前申込みがあれば、公開日以外で
も見学可能。

開館時間／午前10時～午後４時
◆映画「にごりえ」上映会 4/22（土）13:30～市民会館
お申込みは市川市文化振興課　047-334-1107
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捕鯨図（年代不明・千葉県立安房博物館蔵）

房
総
で
捕
鯨
が
始
ま
っ
た
の
は
１
６
４
８
（
慶
安
元
）

年
、
網
を
つ
け
た
手
投
げ
銛
を
多
数
打
ち
込
ん
で
捕
る
方

法
で
、
船
団
の
乗
組
員
や
解
体
作
業
員
か
ら
な
る
世
襲
制

の
プ
ロ
集
団
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
船
が
機
械
化

さ
れ
て
、
大
正
時
代
の
末
に
は
小
型
捕
鯨
は
南
房
総
沿
岸

の
館
山
、
白
浜
、
千
倉
な
ど
で
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
南

房
総
の
和
田
で
は
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
か
ら
操
業
が

開
始
さ
れ
、
現
在
で
は
全
国
で
４
か
所
し
か
な
い
ク
ジ
ラ

の
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
際
捕
鯨
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
大
型
捕
鯨
は

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

房
総
の
捕
鯨
は
鋸
南
町
か
ら

ら
れ
て
い
ま
す
。

和
田
漁
港
を
主

な
基
地
と
す
る
第

31
純
友
丸
（
外
房

捕
鯨
株
式
会
社
）

は
、
６
月
か
ら
８

月
ま
で
房
総
沖
で

エ
サ
を
追
っ
て
伊

全
面
禁
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。

和
田
漁
港
に
水

揚
げ
さ
れ
る
ツ

チ
ク
ジ
ラ
は
沿

岸
小
型
捕
鯨
の

対
象
で
、
捕
獲

頭
数
は
各
国
が

そ
れ
ぞ
れ
定
め

て
い
ま
す
。
日

本
で
も
船
ご
と

に
漁
期
、漁
場
、

捕
獲
枠
が
決
め

ツチクジラの漁場と　　　
　　　　　水揚げされる港 

※数字は水揚げ予定頭数 

網走(4)
● 

● 

● 

● 

鮎川(26)

和田(26)

函館(10)

捕
獲
さ
れ
た
ツ
チ
ク
ジ
ラ
は
、
船
が
戻
っ
て
く
る
と
港

の
解
体
場
で
早
朝
か
ら
解
体
さ
れ
ま
す
。
小
型
捕
鯨
と
い

っ
て
も
ツ
チ
ク
ジ
ラ
の
体
長
は
約
10
m
、
重
さ
は
約
10
ｔ

も
あ
り
、
解
剖
士
が
大
鉈
を
ふ
る
っ
て
解
体
し
て
い
き
ま

す
。
肉
は
業
者
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
に
も
そ
の
場
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
身
の
肉
を
加
工
し
た
地
元
の
名
産
品
が
「
鯨
の
タ
レ
」

で
す
。
薄
切
り
に
し
た
肉
を
し
ょ
う
ゆ
、
酒
、
み
り
ん
を

混
ぜ
た
「
タ
レ
」
に
漬
け
込
ん
だ
後
、
網
に
広
げ
て
天
日

干
し
す
る
郷
土
料
理
で
す
。
好
み
で
ニ
ン
ニ
ク
や
シ
ョ
ウ

ガ
の
お
ろ
し
汁
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
和
田
や
千

倉
の
土
産
物
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
板
状
の
タ
レ
は

豆
諸
島
か
ら
北
海
道
沿
岸
に
回
遊
す
る
ツ
チ
ク
ジ
ラ
を
捕

獲
し
て
い
ま
す
。

南南南南
房房房房
総総総総
のののの
和和和和
田田田田
漁漁漁漁
港港港港
はははは

全全全全
国国国国
にににに
四四四四
かかかか
所所所所
ああああ
るるるる

クククク
ジジジジ
ララララ
基基基基
地地地地
のののの
一一一一
つつつつ
でででで
すすすす
。。。。

ふるさと食食 だより

鯨
が
揚
が
る
街

名
物
の
”タ
レ
“
は
軽
く
あ
ぶ
る
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和田
浦駅
 

南三
原駅
 

至 

千
歳
駅 

至 館山 

至 

鴨
川 

至 

江
見
駅 

１ ２ 
３ 

４ 

５ 
 ６ 

７ 
８ 
９ 

1011

12
13

14
15

16

17

1819
20

21
22

23

JR内
房線
 

花園
海水
浴場
 

童
謡
浜
千
鳥
歌
碑 

和
田
浦
海
水
浴
場
 

くじらの解体場 和田港 

128

南
房
総
市
和
田
支
所 

火
で
さ
っ
と
あ
ぶ
っ
て
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
し
ょ
う

ゆ
、
七
味
唐
辛
子
な
ど
を

少
し
つ
け
て
食
べ
ま
す
。

肉
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら

す
ぐ
に
火
か
ら
下
ろ
し

て
、
焼
き
過
ぎ
な
い
の
が

コ
ツ
で
す
。

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲

▼

※すぐにご用意できない店もありますので、
事前にご確認ください。

写真提供／南房総市和田支所地域事業課

夏の強い日射しに干される鯨のタレ

主
な
参
考
文
献

・
「
ふ
る
さ
と
に
残
し
た
い
食
材
10
選
」（
千
葉
県
）

・
「
第
10
回
千
葉
県
立
美
術
館
・
博
物
館
合
同
企
画
展
　
房
総
の
漁
―
海
と
川
―

展
示
解
説
図
録
」（
千
葉
県
立
安
房
博
物
館
・
大
利
根
博
物
館
・
中
央
博
物
館
）

店　　　名
市外局番
(0470)

①食事処　くじら屋　　　　47-4785

②民　宿　はなぞの　　　　47-2622

③うな陣　　　　　　　　　47-2063

④花の宿　安田　　　　　　47-2697

⑤食事処　わだうら　　　　47-2331

⑥焼　肉　山新　　　　　　47-5129

⑦民　宿　じんざ　　　　　47-2252

⑧スナック 円　　　　　　　47-4767

⑨スナック 漁火　　　　　　47-2847

⑩都亭旅館　　　　　　　　47-3851

⑪鯨料理　ぴーまん　　　　47-4446

⑫民　宿　長吉　　　　　　47-2162

⑬食事処　魚　　　　　　　47-2724

⑭居酒屋　笑福　　　　　　47-5229

⑮かねす寿司　　　　　　　47-2023

⑯渚ドライブイン　　　　　47-2120

⑰沖見屋旅館　　　　　　　47-2050

⑱うなぎ　新都　　　　　　47-2131

⑲食事処　ステラ　　　　　47-4237

⑳食事処　二久や　　　　　47-2721

�食事処　山宗　　　　　　47-2409

�巴寿し　　　　　　　　　47-3551

�スナック 舞花　　　　　　47-2313

「ネイチャースクールわくわくWADA」でクジラ料理を体験

和　田　町
くじら食文化研究会

加　盟　店

ク
ジ
ラ
の
食
文
化
を
伝
え
る

和
田
漁
港
周
辺
の
飲
食
店
や
旅
館
、
民
宿
が
23
軒
が
集

ま
り
「
和
田
町
く
じ
ら
食
文
化
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、

ク
ジ
ラ
料
理
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
刺
身
、
寿

司
、
カ
ツ
、
竜
田
揚
げ
、
ス
テ
ー
キ
な
ど
が
食
べ
ら
れ
、

ク
ジ
ラ
の
基
地
は
観
光
振
興
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
社
会
人
を
対
象
と
す
る
田
舎
暮
し
体
験
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
わ
く
わ
く
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
」
の
一
つ
に
「
く
じ
ら
学
」

を
設
け
た
り
、
ク
ジ
ラ
の
解
体
見
学
を
地
元
の
小
学
校
の

課
外
授
業
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
食
文
化
の
継
承
も
図
っ

て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

●
南
房
総
市
和
田
支
所
地
域
事
業
課

０
４
７
０
（
４
７
）
３
１
１
２
　

●
外
房
捕
鯨
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
解
体
日
時
の
情
報
を
公
開
し
て
い
ま

す
。http://bb.bidders.co.jp/kujira/

＜和田漁港へのアクセス＞
●電車で
JR内房線和田浦駅から徒歩約10分

●車で
館山自動車道君津I.C(房総スカイライン・鴨川有料道路)

→鴨川(国道128号)→和田漁港
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戸
田
の
名
水
は
一
世
紀
以
前
か
ら
自
噴

す
る
地
下
水
で
、
県
道
成
東
山
武
線
沿
い

「
金
剛
勝
寺
」
隣
の
岩
澤
分
衛
さ
ん
宅
内

に
湧
き
出
て
い
ま
す
。
立
看
板
に
は
「
自

然
の
湧
水

ゆ
う
す
い

皆
様
　
お
い
し
い
自
然
水
を

自
由
に
お
飲
み
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
無
臭
で
濁
り
が
な
く
、
水
温
は

夏
で
も
冬
で
も
摂
氏
15
度
。

戦
後
間
も
な
い
昭
和
22
年
、
岩
澤
さ
ん

ちちちち
ばばばば
のののの
いいいい
いいいい
話話話話

人
気
の
「
お
ら
が
丼
」

新
鮮
で
品
数
が
豊
富

長
南
べ
に
花
祭
り

６
月
中
旬
に
長
福
寿
寺

長福寿寺の境内に咲き誇る約５万本のベニバナ

６
月
17
日（
土
）か
ら
25
日（
日
）ま
で

長
生
郡
長
南
町
の
長
福
寿
寺（
今
井
長
新

住
職
）境
内
で
、
恒
例
の
「
べ
に
花
祭
り
」

が
開
か
れ
ま
す
。
ベ
ニ
バ
ナ
は
山
形
県
が

産
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
も
と
も
と
は

「
長
南
べ
に
花
」
が
山
形
県
に
伝
わ
り

「
最
上
川
ベ
ニ
バ
ナ
」
に
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
井
住
職
は
約
20
数
年

前
か
ら
地
域
の
活
性
化
を
願
っ
て
ベ
ニ
バ

１
０
０
年
前
か
ら
沸
く

山
武
の
名
水
・
戸
田
の
泉

地
元
鴨
川
産
の
食
材
を
使
う
こ
と
が
条

件
の
「
お
ら
が
丼
」
が
観
光
客
に
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
す
。
鴨
川
市
鴨
川
商
工
会
が

は
田
に
用
水
を
引
く
た
め
深
さ
38
ｍ
の
地

下
か
ら
名
水
を
掘
り
当
て
、
雑
菌
が
含
ま

れ
て
居
な
い
こ
と
か
ら
飲
料
水
に
も
使
用

し
ま
し
た
。
そ
の
お
い
し
さ
が
評
判
と
な

り
、昭
和
45
年
ご
ろ
か
ら
一
般
に
も
開
放
。

東
京
は
じ
め
、
横
浜
や
茨
城
県
か
ら
常
連

が
大
き
な
ポ
リ
タ
ン
ク
を
用
意
し
て
汲
み

に
来
ま
す
。

「
地
下
水
を
守
る
宣
言
の
町
」
山
武
市

で
は
、「
不
法
投
棄
な
ど
か
ら
町
を
守
る

会
」
な
ど
の
団
体
と
協
力
し
て
地
下
水
の

安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

食
に
よ
る
町
お
こ
し
を
願
い
、
市
内
の
飲

食
店
と
協
力
し
て
昨
年
５
月
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
。

「
食
材
は
現
地
の
も
の
を
主
体
と
す
る
」

「
季
節
感
を
失
わ
な
い
」「
健
康
を
意
識
し

た
商
品
づ
く
り
」「
入
荷
が
な
け
れ
ば
、

そ
の
日
は
欠
品
で
あ
っ
て
も
致
し
方
な

し
。
下
手
な
小
細
工
は
禁
物
」「
品
質
、

販
売
価
格
は
適
正
化
を
守
る
」
の
５
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
忠
実
に
守
っ
て
い
る
こ
と

が
人
気
の
秘
密
。
現
在
、
加
盟
飲
食
店
は

38
店
48
品
目
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
加
え
、

新
鮮
で
豊
富
な
品
数
が
多
く
の
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。「
お
ら
が
丼
」
と
書

か
れ
た
真
っ
赤
な
の
ぼ
り
が
目
印
で
す
。

詳
し
く
は
、
鴨
川
市
鴨
川
商
工
会
食
文

化
研
究
会

０
４（
７
０
９
２
）０
３
２
０

http://w
w
w
.kam

ogaw
a.or.jp

ナ
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

18
年
前
に
は「
長
南
べ
に
花
を
育
て
る

会
」が
結
成
さ
れ
、
毎
年
開
花
時
期
に
合

わ
せ
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
い
て
い
ま

す
。
25
日
に
は
目
玉
の
地
元
ヨ
サ
コ
イ
連

の
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。
期
間

中
、
約
５
万
本
の
ベ
ニ
バ
ナ
が
咲
き
競
う

中
、
ベ
ニ
バ
ナ
の
販
売
、
ベ
ニ
バ
ナ
を
利

用
し
た
ア
イ
ス
や
紅
茶
な
ど
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。

詳
し
く
は
「
長
南
べ
に
花
を
育
て
る
会
」

長
福
寿
寺

０
４
７
５（
４
６
）１
８
３
７

こんこんと湧く名水。寸志を置いていく常連も

食材は魚のほか、酪農発祥の地にちなんだ牛肉も
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JR
常
磐
線
我
孫
子
駅
南
口
に
地
上
12

階
、
地
下
１
階
の
県
と
我
孫
子
市
の
複
合

施
設
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）」

が
、
８
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

高
層
棟
は
県
の
施
設
で
、
高
齢
者
の
健

康
と
介
護
予
防
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
５
・
６
階
）、
高

齢
者
介
護
の
知
識
や
技
術
の
普
及
と
人
材

育
成
を
目
指
す
介
護
実
習
セ
ン
タ
ー

（
１
・
６
・
７
階
）、
東
葛
飾
障
害
者
相
談

セ
ン
タ
ー（
仮
称
３
・
４
階
）と
女
性
の
た

め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
（
仮
称
６

階
）な
ど
。
市
の
施
設
と
し
て
、
行
政
セ

ン
タ
ー
（
１
階
）
、
近
隣
セ
ン
タ
ー

（
８
・
９
階
）、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）

県
と
我
孫
子
市
の
複
合
施
設

（
10
階
）
な
ど
が
整
備
。
低
層
棟
は
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
的
利
用
が
可
能
な
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル（
２
・
３
階
）が
整
備
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
県
高
齢
者
福
祉
課
在
宅
福
祉

推
進
室

０
４
３（
２
２
３
）２
２
３
７

マ
、
ミ
ソ
バ
な
ど
多
く
の
動
植
物
が
生
息
、

生
育
し
て
い
ま
す
。

千
葉
市
で
は
、
坂
月
川
と
小
倉
市
民
の

森
に
挟
ま
れ
た
休
耕
田
約
５
０
０
０
㎡
の

水
辺
環
境
を
保
全
し
回
復
さ
せ
る
た
め
、

平
成
14
年
度
か
ら
市
民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
。
現
状
の
自
然
に
配
慮
し
た

ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
、
池
や
水
路
、
散

策
用
の
木
道
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。

完
成
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
坂
月

川
愛
好
会
」（
会
員
約
50
人
）が
草
取
り
、

水
路
や
池
の
修
復
な
ど
を
実
施
。
今
後
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
ビ

オ
ト
ー
プ
の
維
持
管
理
に
努
め
る
一
方
、

観
察
会
や
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

坂
月
川
ビ
オ
ト
ー
プ

ホ
タ
ル
の
乱
舞
に
も
期
待

税理士
が個別

に

お応え
します

実　施　店

本 店 営 業 部

柏ローンプラザ

船橋駅前支店

本 八 幡 支 店

実　施　日

毎月18日

毎月第２金曜日

毎月８日

毎月16日

時 間

10:00

〜

15:00

お問い合わせ先

043-222-2121

04-7163-7272

047-422-5501

047-378-2511

★ 税務相談会は予約制となっておりますので、参加ご希望の方

は実施店の窓口、またはお電話でお問い合わせください。

★ 実施日が銀行休業日の場合は、翌営業日に実施いたします。

をご利用ください税 務 相 談 会
の

千
葉
大
学
附
属
病
院

県
内
初
の
和
漢
診
療
所

完
全
予
約
制
で
、
受
信
希
望
者
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
便
で
申
し
込
み
ま
す
。

〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕０
４
３（
２
２
６
）２
９
８
５

医
学
研
究
院
・
和
漢
診
療
学
予
約
係

〔
郵

便
〕〒
２
６
０
‐
８
６
７
０
　
千
葉

市
中
央
区
亥
鼻
１
‐
８
‐
１

千
葉
大
学
医

学
研
究
院
・
和
漢
診
療
学
予
約
係
。
80

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

〔
柏
の
葉
診
療
所
で
の
受
診
希
望
者
〕

０
４（
７
１
３
７
）８
４
７
１

和
漢
診
療
は
漢
方
医
学
と
西
洋
医
学
を

併
用
し
た
新
シ
ス
テ
ム
で
す
。
冷
え
性
、

原
因
不
明
の
痛
み
や
し
び
れ
、
間
接
リ
ウ

マ
チ
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花
粉
症
、

虚
弱
体
質
、
そ
の
他
の
症
状
に
対
し
、
主

に
漢
方
薬
を
処
方
し
て
治
療
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
で

25
年
間
に
わ
た
っ
て
研
究
を
重
ね
て
き
た

和
漢
診
療
の
第
一
人
者
・
寺
澤
捷
年
教
授

ら
６
人
の
漢
方
専
門
医
が
担
当
。
診
療
は

千
葉
市
若
葉
区
小
倉
町
を
流
れ
る
坂
月

川
上
流
は
、
自
然
の
宝
庫
で
す
。
市
が
最

重
要
保
護
生
物
に
位
置
づ
け
て
い
る
ニ
ホ

ン
ア
カ
ガ
エ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
は
じ

め
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
、
ガ

昨年10月千葉大学附属病院で始まった和漢診療

土地の有効利用を図り県と市による共同複合施設

幅約200ｍ奥行き平均約25ｍの坂月川ビオトープ
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ち
ば
の

稲
毛
海
浜
公
園
に
位
置
す
る「
い
な
げ
の
浜
」

は
全
長
１
２
０
０
ｍ
、
幅
２
０
０
ｍ
の
人
工
海

浜
で
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
４
月
26
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

埋
め
立
て
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
、
か
つ
て
の

白
砂
青
松
の
砂
浜
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
埋

立
地
の
沖
合
３
㎞
の
海
面
の
土
砂
を
浚
渫
し
、

海
岸
線
に
沿
っ
て
盛
り
土
し
た
も
の
で
す
。
い

な
げ
の
浜
は
、
世
界
で
最
初
に
造
ら
れ
た
モ
ナ

コ
の
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
･
ラ
ル
ポ
ッ
ト
海
岸
に
次

い
で
造
ら
れ
た
日
本
初
の
人
工
海
浜
で
す
。

市
制
60
年
目
の
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
に

は
「
磯
の
松
原
造
成
事
業
」
が
計
画
さ
れ
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
手
で
人
工
海
浜
に
６
万
本
の

松
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
い
な
げ

の
浜
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い

日日日日本本本本初初初初のののの人人人人工工工工海海海海浜浜浜浜いいいいななななげげげげのののの浜浜浜浜
三つの浜を結ぶ砂浜プロムナードを整備

か
つ
て
の
海
が
戻
り
、
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
い
な
げ
の
浜
（
写
真
提
供
／
千
葉
市
公
園
管
理
課
）

ま
す
。
美
し
い
浜
辺
で
安
心
し
て

自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
稲

毛
海
浜
公
園（
面
積
約
83
ha
）内
の

花
の
美
術
館
や
各
種
記
念
館
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
同
様
に
憩
い
の
広

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
は

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
人
工
海
浜
に
、
か
つ
て
国

道
14
号
線
沿
い
の
稲
毛
海
岸
に
自

生
し
て
い
た
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
の
群

生
地
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
取

り
組
み
を
昨
年
６
月
か
ら
実
施
。

同
市
花
の
都
推
進
室
が
音
頭
を
と

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
市
民
と
一
緒
に

復
活
作
戦
を
展
開
。
種
か
ら
育
て
た
苗
を
今
春

に
植
え
つ
け
ま
す
。

ま
た
千
葉
市
で
は
、
い
な
げ
の
浜
、
検
見
川

の
浜
（
延
長
１
３
０
０
ｍ
）、
幕
張
メ
ッ
セ
や

千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
あ
る
幕
張
海
浜
公

園
（
計
画
面
積
約
72
ha
）
前
面
の
幕
張
の
浜
の

三
つ
の
浜
の
全
長
約
６
㎞
を
連
続
し
て
歩
け
る

よ
う
に
す
る「
砂
浜
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
事
業
」

を
計
画
。
平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
る
、「
千
葉

市
第
２
次
５
か
年
計
画
」
の
期
間
中
に
整
備
さ

れ
る
予
定
で
す
。
現
在
あ
る
管
理
用
道
路
や
公

園
の
園
路
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
や
花
見
川
河
口
を
ど
の
よ
う

に
つ
な
げ
る
か
、
整
備
予
定
コ
ー
ス
は
検
討
中

で
す
。
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づ
く
り
に
役
立
つ
「
地
域
連
携
機
能
」
の
三
つ

の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
個
性
豊
か
で
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
空
間
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
国
土
交

通
省
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に

駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
電
話
が
24
時
間
利
用
可
能

で
あ
る
こ
と
、
一
つ
に
案
内
人
が
い
て
丁
寧
に

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
で

す
。
さ
ら
に
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
景
観
に
十

分
に
配
慮
し
、
地
域
の
優
れ
た
景
観
を
損
な
わ

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
誰
も
が
気
軽
で
快

適
に
休
憩
で
き
る
う
え
、
地
域
の
特
産
物
や
固

有
の
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
平
成
16
年
８
月

10
日
現
在
で
７
８
５
駅
が
国
土
交
通
省
に
登
録

房総最南端「白浜野島崎」が３月オープン

関関関関東東東東でででで最最最最多多多多のののの道道道道のののの駅駅駅駅

さ
れ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
で
は
平
成
18
年
３
月
12

日
に
県
内
19
番
目
の
道
の
駅
「
白

浜
野
島
崎
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
関

東
で
最
も
多
い
駅
数
と
な
り
ま
し

た
。
同
駅
は
南
房
総
の
最
南
端
、

南
房
総
市
白
浜
町
の
国
道
４
１
０

号
線
沿
い
に
置
か
れ
、
花
の
情
報

な
ど
を
提
供
し
、
今
後
は
地
元
の

新
鮮
な
農
水
産
物
を
販
売
す
る
予

定
で
す
。

県
内
で
最
初
に
登
録
さ
れ
た
道

の
駅
は
平
成
５
年
４
月
の
「
と
み

う
ら
（
枇
杷
倶
楽
部
）」
で
す
が
、

県
内
最
初
に
営
業
を
開
始
し
た
駅

は
「
三
芳
村
（
鄙ひ

な

の
里
）」
で
同
年

８
月
の
こ
と
で
す
。

道
の
駅
は
道
路
利
用
者
の
た
め

の
「
休
憩
機
能
」
や
「
情
報
発
信

機
能
」
の
ほ
か
、
活
力
あ
る
地
域

県
内
19
番
目
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
白
浜
野
島
崎
」（
写
真
提
供
／
南
房
総
市
白
浜
出
張
所
）

駅 の 名 前 住　 所 電 話

とみうら（枇杷倶楽部） 南房総市富浦町青木123-1 0470-33-4611

三芳村（鄙の里） 南房総市川田84-1 0470-36-4116

やちよ　　　　　　　　　　　八千代市米本4905-1 047-488-6711

きょなん　　　　　　　　　　安房郡鋸南町吉浜516-1 0470-55-4518

鴨川オーシャンパーク　　　　鴨川市江見太夫崎浜田22 04-7096-1911

ローズマリー公園・丸山町　　南房総市白子1501 0470-46-2882

ふれあいパーク・きみつ　　　君津市笹字椿1766-3 0439-39-3939

しょうなん　　　　　　　　　柏市箕輪新田59-2 04-7190-1131

たけゆらの里おおたき　　　　夷隅郡大多喜町石神855 0470-82-5566

たこ　　　　　　　　　　　　香取郡多古町多古1069-1 0479-79-3456

あずの里いちはら　　　　　　市原市浅井小向492-1 0436-37-8891

くりもと　　　　　　　　　　香取市堺田1372-1 0478-70-5151

ちくら・潮風王国　　　　　　南房総市千倉町千田1051 0470-43-1811

富楽里とみやま　　　　　　　南房総市二部1900 0470-57-2601

おおつの里（花倶楽部） 南房総市富浦町大津320 0470-33-4616

オライはすぬま　　　　　　　山武市蓮沼ハ4826 0475-80-5020

ながら　　　　　　　　　　　長生郡長柄町六地蔵138-1 0475-35-4741

つどいの郷むつざわ　　　　　長生郡睦沢町上之郷2048-1 0475-43-1130

白浜野島崎　　　　　　　　　南房総市白浜町滝口9240 0470-38-5519
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オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

短

歌

う
か
ら
五
人
夕
餉
な
し
た
る
遠
き
日
よ
父
の

好
み
し
丸
き
チ
ャ
ブ
台

館
山
市
　
宮
本
　
能
婦
子

あ
る
時
期
の
日
本
の
平
均
的
な
家
庭
の
姿
。
こ
う
し
て

育
っ
た
今
の
高
齢
者
が
敗
戦
後
の
日
本
を
復
興
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
感
慨
よ
く
出
て
い
る
。
三
句
で
切
れ
て
い
る
か

ら
下
句
は
普
通
に
言
い
た
い
。

《
添
削
例
》
う
か
ら
五
人
夕
餉
な
し
た
る
遠
き
日
よ
丸
き

卓
袱
台
父
の
好
み
き

易
に
素
直
に
作
る
の
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
上
で

「
幸
せ
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、「
う
れ
し
」
は
言
い
過
ぎ

る
。
そ
こ
は
抑
え
て
言
う
の
が
よ
い
。

《
添
削
例
》
子
や
孫
と
共
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
が
平
凡
な
が

ら
心
支
え
る

死
ぬ
筈
が
死
ぬ
こ
と
も
な
く
戦

い
く
さ

終
い
六
十

年
過
ぎ
喜
寿
を
迎
え
ん

佐
倉
市
　
山
口
　
雄
造

大
変
な
経
験
を
し
て
い
る
世
代
の
貴
重
な
作
品
。
作
者

だ
け
の
非
凡
な
感
慨
が
伝
わ
る
。
結
句
こ
れ
か
ら
迎
え
る

か
ら
「
迎
え
ん
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ず
ば
り
「
迎

え
る
」
で
よ
い
。
表
現
は
没
細
部
で
あ
る
こ
と
も
必
要
。

《
添
削
例
》
死
ぬ
筈
が
死
ぬ
こ
と
も
な
く
戦
終
え
は
や
六

十
年
喜
寿
を
迎
え
る

人
影
の
無
き
歳
晩
の
墓
参
り
母
の
命
日
に
妻

連
れ
詣
づ

習
志
野
市
　
君
成
田
　
良
直

歳
晩
に
亡
き
母
君
の
墓
参
に
夫
人
と
連
れ
立
っ
て
行
く

と
こ
ろ
で
、
作
者
の
静
か
な
境
涯
が
し
の
ば
れ
、
し
み
じ

み
と
し
た
心
が
伝
わ
る
。
上
で
「
墓
参
り
」
と
言
っ
て
い

る
か
ら
「
詣
づ
」
は
言
葉
が
重
な
る
。

《
添
削
例
》
人
影
の
無
き
歳
晩
の
墓
参
り
母
の
命
日
に
妻

と
連
れ
だ
つ

子
や
孫
と
共
に
暮
せ
る
幸
せ
は
平
凡
な
が
ら

こ
よ
な
く
う
れ
し

市
原
市
　
宮
原
　
順

率
直
な
歌
で
一
読
好
感
を
抱
く
。
歌
は
こ
の
よ
う
に
平

◆
選
・
指
導
　

秋
葉

四
郎
（
歌
人
）

や
う
や
く
に
暑
さ
遠
の
き
庭
に
咲
く
白
き
木

槿
を
仰
ぎ
み
る
な
り

千
葉
市
　
水
上
　
秀
吉

暑
さ
が
過
ぎ
る
と
木
槿
の
よ
う
な
花
木
は
再
び
勢
い
づ

い
て
花
を
咲
か
せ
る
、
そ
れ
を
仰
い
で
い
る
と
こ
ろ
。
こ

の
ま
ま
で
も
よ
い
が
、
結
句
も
う
少
し
強
く
言
い
た
い
。

《
添
削
例
》
や
う
や
く
に
暑
さ
遠
の
き
庭
に
咲
く
日
々
花

多
き
木
槿
見
あ
ぐ
る

ぐ
ん
ぐ
ん
と
風
に
追
わ
れ
て
走
り
ゆ
く
真
夜

の
黒
雲
い
ず
こ
へ
行
か
ん

旭
市
　
宇
井
　
一
江

「
真
夜
」
は
「
深
夜
」
と
書
く
の
が
正
し
い
。
そ
の
深

夜
の
黒
雲
だ
か
ら
一
首
が
生
き
る
。
二
句
か
ら
三
句
の
擬

人
的
な
表
現
を
描
写
的
に
す
る
と
よ
り
落
ち
着
く
。

《
添
削
例
》
ぐ
ん
ぐ
ん
と
風
に
流
さ
れ
移
り
ゆ
く
深
夜
の

黒
雲
い
ず
こ
へ
行
か
ん

湯
の
宿
の
屋
根
に
突
然
音
た
て
て
猿
が
蜜
柑

の
奪
ひ
合
ひ
せ
り

船
橋
市
　
松
井
　
桃
子

宿
で
経
験
し
た
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
生
き
生
き
と
描

か
れ
て
い
る
。
猿
な
ど
と
う
ま
く
共
存
し
て
い
る
ら
し
い

宿
を
思
わ
せ
る
の
も
い
い
。

《
添
削
例
》
湯
の
宿
の
屋
根
に
突
然
音
た
て
て
猿
が
蜜
柑

を
奪
ひ
合
ひ
を
り

若
き
日
に
船
よ
り
眺
む
灯
台
を
夫
婦
で
眺
む

老
い
し
今
宵
は

千
葉
市
　
伊
ケ
崎
　
佳
弘

青
年
の
頃
に
深
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
燈
台
、
あ
る

い
は
海
で
働
い
て
い
た
か
、
そ
れ
を
今
し
み
じ
み
夫
婦
で

見
て
い
る
と
こ
ろ
。
内
容
の
あ
る
歌
。

《
添
削
例
》
若
き
日
に
船
よ
り
眺
め
し
燈
台
を
妻
と
見
て

を
り
老
い
て
今
宵
は
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※
12
月
31
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
。

次
回
の
締
め
切
り
は
平
成
18
年
６
月
30
日
で
す
。

緑
陰
や
孫
の
ひ
る
寝
の
向
き
を
替
え

佐
倉
市
　
大
友
　
榮
子

「
緑
陰
や
」
が
い
い
で
す
ね
。
青
々
と
し
た
梢
と
昼
寝

の
幼
子
の
生
命
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
幼
子
の
頭
の
向

き
を
ち
ょ
い
と
変
え
た
の
か
、
体
ご
と
動
か
し
た
の
か
、

春
寒
し
古
希
の
祝
の
薄
化
粧千

葉
市
　
中
道
　
京
子

春
ま
だ
浅
い
頃
の
古
希
の
お
祝
。
ご
家
族
の
祝
福
に
つ

つ
ま
れ
て
微
笑
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
作
者
で
し
ょ
う

か
。「
薄
化
粧
」
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
の
古
希
の

方
の
矜
持
や
お
心
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
字
だ
け
変
え
て

み
ま
す
と
、
よ
り
薄
化
粧
の
お
心
意
気
が
引
き
立
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。

《
添
削
例
》
春
寒
し
古
希
の
祝
を
薄
化
粧

母
の
日
や
面
ざ
し
の
似
し
姉
を
訪
ふ

市
原
市
　
佐
藤
　
陽
子

も
し
か
す
る
と
も
う
母
に
会
え
な
い
作
者
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
母
似
の
お
姉
様
に
お
母
様

を
思
い
出
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。「
面
ざ
し
の
似
る
姉
」

と
現
在
形
の
方
が
よ
い
と
存
じ
ま
す
。
最
後
は
「
訪
ひ
」

と
連
用
形
で
止
め
て
も
余
韻
が
残
る
で
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
母
の
日
や
面
ざ
し
の
似
る
姉
を
訪
ひ

友
と
会
う
原
爆
ド
ー
ム
紅
葉
か
な

野
田
市
　
中
村
　
愛
子

ご
友
人
と
の
再
会
が
約
束
か
偶
然
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
原
爆
ド
ー
ム
と
い
う
場
所
の
重
み
が
こ
の
作
品
の
中

心
に
あ
り
ま
す
。
季
語
の
紅
葉
も
広
島
の
地
の
紅
葉
と
い

う
こ
と
で
深
い
悲
し
み
の
紅
を
思
い
ま
す
。「
か
な
」
が

効
果
的
で
す
。「
会
ふ
」
と
文
語
に
い
た
し
ま
す
。

《
添
削
例
》
友
と
会
ふ
原
爆
ド
ー
ム
紅
葉
か
な

闇
深
し
静
か
に
虫
の
原
返
す

南
房
総
市
　
鈴
木
　
志
げ

ま
っ
暗
な
闇
の
野
原
に
さ
ま
ざ
ま
な
虫
の
声
。
作
者
は

そ
の
闇
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
が
引
き
返
し
た
の
で

す
。
理
由
を
述
べ
ず
、「
静
か
に
返
す
」
と
し
て
作
者
の

お
心
持
ち
を
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
お
上
手
で
す
。
五
七

五
の
リ
ズ
ム
に
整
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
闇
深
し
静
か
に
返
す
虫
の
原

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

俳
句

八
十
歳
を
超
え
て
も
お
足
元
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る

幸
福
。
菊
の
花
を
賞
で
歩
く
喜
び
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま

す
。「
足
取
り
も
し
か
と
八
十
路
や
」
と
「
や
」
で
切
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
季
語
の
菊
の
花
が
ぐ
ん
と
浮
か

び
上
が
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
足
取
り
も
し
か
と
八
十
路
や
菊
の
花

逆
縁
の
子
の
年
数
ふ
冬
の
月千

葉
市
　
古
澤
　
英
子

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
お
子
様
は
冬
生
ま
れ
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
冬
の
月
の
光
が
作
者
や
読
者
の
心

に
深
く
沁
み
渡
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
も
よ
い
作
品
で
す
。

動
詞
を
な
く
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
逆
縁
の
子
の
年
い
く
つ
冬
の
月

◆
選
・
指
導
　

名
取

里
美
（
俳
人
）

微
笑
ま
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。「
昼
寝
」
は
漢
字
で
も
結

構
で
す
。「
替
へ
」
と
文
語
の
表
記
が
よ
い
と
存
じ
ま
す
。

《
添
削
例
》
緑
陰
や
孫
の
昼
寝
の
向
き
を
替
へ

冬
晴
や
亡
き
夫
の
服
匂
ひ
け
り

四
街
道
市
　
鈴
木
　
久
子

懐
し
い
香
に
立
ち
止
ま
ら
れ
た
作
者
。「
冬
晴
や
」
が

限
り
な
い
悲
し
み
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
切
字
の
「
や
」

と
「
け
り
」
は
な
る
べ
く
一
句
に
ひ
と
つ
の
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。「
匂
ふ
」
よ
り
は
「
香
る
」
や
「
香こ

う

」
の
方
が

こ
の
作
品
に
は
ふ
さ
わ
し
い
と
存
じ
ま
す
。

《
添
削
例
》
冬
晴
や
ふ
と
亡
き
夫
の
服
の
香

足
ど
り
も
し
か
と
八
十
路
の
菊
の
花

印
旛
郡
酒
々
井
町
　
大
竹
　
隆
一
郎



麻
痺
、
言
語
障
害
な
ど
）
が
起
き
る
こ
と
で
、
出
血
性
は

脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
発
症
率
や
死
亡
率
は
１
９
６
０
年
代
に
は
脳
梗
塞
よ

り
脳
出
血
の
ほ
う
が
高
率
で
し
た
が
、
近
年
に
な
り
脳
出

血
は
減
少
し
、
脳
梗
塞
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
は
脳
梗
塞
が
脳
卒
中
の
70
％
近
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
脳
梗
塞
に
は
細
い
血
管
の
動
脈
硬
化
に
よ

る
「
ラ
ク
ナ
梗
塞
」、
太
い
血
管
の
硬
化
に
よ
る
「
ア
テ
ロ

ー
ム
血
栓
性
梗
塞
」、
心
臓
の
不
整
脈
や
弁
膜
症
に
よ
る

「
心
原
性
塞
栓
症
」
に
分
類
さ
れ
、
従
来
日
本
人
に
は
「
ラ

ク
ナ
梗
塞
」
が
最
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
最
近
は
「
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
梗
塞
」
や
「
心
原
性
塞

栓
症
」
が
増
加
し
て
き
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
食
生
活
（
脂
肪
の
増
加
）
が
大
き
く
変
化
し

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
欧
米
化
が
脳
卒
中
の
発
病
に
影
響
を

与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

脳
卒
中
の
発
症
を
防
ぐ
に
は
、
関
係
し
て
い
る
危
険
因

子
を
各
個
人
が
い
か
に
減
少
す
る
か
が
一
番
大
切
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
管
理
あ
る
い
は
治
療
可
能
な
因
子
を
減
ら
す

に
は
、
次
の
４
項
目
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
１
９
６
０
年
代
ま
で
は
我
国
の
死
因
の
第

１
位
を
占
め
て
き
ま
し
た
が
、
高
血
圧
治
療
や
食
事
内
容

の
変
化
に
よ
り
１
９
７
０
年
頃
よ
り
減
少
し
始
め
近
年
、

癌
、
心
疾
患
に
つ
い
で
第
３
位
と
後
退
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
血
管
の
病
気
と
し
て
脳
と
心
臓
の
疾
患
を
比
較
す

る
と
、
中
高
年
層
に
お
い
て
は
脳
卒
中
の
ほ
う
が
は
る
か

に
発
症
率
、
有
病
率
、
死
亡
率
は
高
く
、
高
齢
社
会
が
進

む
中
で
日
本
人
の
国
民
病
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

我
が
国
の
寝
た
き
り
、
老
年
期
痴
呆
の
最
大
の
原
因
が

脳
卒
中
で
す
が
、
こ
れ
に
要
す
る
医
療
費
や
患
者
の
生
活

の
質
の
低
下
、
介
護
に
あ
た
る
者
の
精
神
的
負
担
は
大
変

な
も
の
で
す
。

脳
卒
中
に
は
①
虚
血
性
（
脳
梗
塞
、
一
過
性
脳
虚
血
発

作
）
②
出
血
性
（
脳
出
血
、
ク
モ
膜
下
出
血
）
が
あ
り
ま

す
。
脳
梗
塞
は
脳
の
血
管
に
血
の
塊
（
血
栓
）
が
詰
ま
る

こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
先
に
血
液
が
流
れ
な
く
な
り
、
脳
の

組
織
が
死
ん
で
し
ま
う
為
に
神
経
症
状
（
意
識
障
害
、
片
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木
村
　
正
久

●
病病
をを
ふふ
せせ
ぐぐ
●

�
千
葉
県
医
師
会
編
集
広
報
委
員
・
木
村
医
院

①
高
血
圧
の
予
防

高
血
圧
は
脳
出
血
、
脳
梗
塞
に
共
通
す
る
最
大
の
発
症

原
因
で
あ
り
、
血
圧
を
高
齢
者
は
１
４
０
／
９
０
㎎
以

下
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
事
が
大
切
で
す
。

②
高
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

糖
尿
病
の
増
加
と
共
に
、
動
脈
硬
化
も
欧
米
化
し
て
き

て
お
り
特
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

③
高
脂
血
症
の
予
防

特
に
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
高
中
性
脂
肪

血
症
。

④
肥
満
の
予
防

特
に
肥
満
は
内
臓
脂
肪
型
と
言
わ
れ
、
臓
器
の
周
り
に

脂
肪
が
付
く
タ
イ
プ
で
す
。

そ
の
ほ
か
喫
煙
、
大
量
の
飲
酒
も
発
症
率
を
上
げ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
①
〜
④
の
４
つ
の
症
状
は
生
活
習
慣
病
の
予
備
軍

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診
断
値
が
深
刻
で
な
く
と
も
複
数
の
症

状
が
あ
る
と
、
最
近
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
と
称

さ
れ
脳
卒
中
な
ど
の
発
症
に
進
む
危
険
が
高
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
体
を
動

か
し
、
食
生
活
を
見
直
す
と
共
に
、
定
期
的
な
健
康
診
断

を
か
か
り
つ
け
医
で
受
け
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

も
し
、
不
幸
に
も
脳
卒
中
を
発
症
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
断
を
受
け
治
療
を
開
始
す
べ

き
で
す
。
特
に
Ｃ
Ｔ
診
断
の
進
歩
に
よ
り
治
療
も
よ
り
可

能
に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
脳
梗
塞
急
性
期
の
治
療
と

し
て
発
症
３
時
間
以
内
に
使
用
す
る
と
有
効
で
あ
る
血
栓

溶
解
剤
が
日
本
で
も
使
用
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
又
、
再
発
予
防
の
為
の
服
薬
と
、
機
能
回
復
の
為

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

脳

卒

中
〜
４
つ
の
危
険
因
子
を
減
ら
す
〜

(社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会

増増
ええ
てて
いい
るる
脳脳
硬硬
塞塞

高高
齢齢
社社
会会
のの
「「
国国
民民
病病
」」

４４
つつ
のの
主主
なな
危危
険険
因因
子子

（社）



傾聴ボランティア・小林　晃さん（74歳）〈船橋市〉

にこやかに、ひたすら相手の話に聞き入る
小林さん

聴いて悩みや不安を癒す

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
、
普
段
話
す
相

手
が
な
く
孤
独
に
な
り
が
ち
で
す
。
船
橋
市

は
高
齢
者
の
不
安
や
悩
み
を
癒
す
た
め
、
全

国
の
自
治
体
で
は
初
の
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
。
小

林
さ
ん
は
そ
の
１
期
生
40
人
の

う
ち
の
一
人
で
「
シ
ニ
ア
･
ピ

ア
･
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講

座
」
を
受
講
し
、
医
学
や
心
理

学
、
傾
聴
の
技
法
や
技
能
を
修

得
し
ま
し
た
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
文
字

通
り
相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
が

任
務
で
す
。
毎
週
１
回
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
や
保
健
師
も
同
行
し

ま
す
。
所
要
時
間
は
約
１
時
間
。

初
対
面
の
相
手
の
経
歴
や
暮
ら

し
ぶ
り
な
ど
一
切
知
ら
さ
れ

ず
、
ほ
と
ん
ど
白
紙
状
態
で
臨

み
ま
す
。「
恐
ろ
し
く
も
あ
り
、

緊
張
感
は
相
当
な
も
の
で
す
」

と
小
林
さ
ん
。
最
初
の
切
り
口

の
重
要
性
を
強
調
し
ま
す
。
庭

の
植
木
や
身
の
回
り
の
話
題
か

46

仲
間
を
得
た
こ
と
は
無
上
の
喜
び
で
す
。
仲

間
が
い
る
か
ら
私
自
身
、
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
。
現
在
、
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の

要
職
も
務
め
て
い
ま
す
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
成
18
年
３
月
現

在
で
６
期
生
で
合
計
２
０
６
人
が
登
録
。
利

用
者
は
月
に
約
70
人
。
在
宅
の
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施

設
か
ら
の
要
望
も
多
く
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ら
入
る
が
、
相
手
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
て
半

人
前
。
信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て

初
め
て
一
人
前
、
な
の
だ
そ
う
で
す
。

平
成
13
年
12
月
に
奥
さ
ん
を
ガ
ン
で
亡
く

す
が
、
再
就
職
し
た
会
社
を
辞
し
て
４
年
間

看
病
に
専
念
。「
少
し
は
相
手
の
気
持
ち
を

汲
み
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。
そ
れ

が
キ
ッ
カ
ケ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
世
界

に
飛
び
込
み
ま
す
。「
人
の
役
に
立
つ
こ
と

の
う
れ
し
さ
、
素
晴
ら
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



風
薫
る
江
戸
川
べ
り

清
水
公
園
周
辺
と
七
光
台
温
泉
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東
武
野
田
線
清
水
公
園
駅
で
下
車
。
駅

前
の
県
道
を
渡
る
と
公
園
の
入
口
が
見
え

ま
す
。
直
進
す
る
と
右
手
に
金
乗
院
仁
王

門
が
現
れ
ま
す
。
園
路
の
案
内
に
従
い
フ

ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
方
向
へ
。
坂

を
下
り
る
と
フ
ジ
棚
や
池
が
あ
り
、
木
の

階
段
を
上
る
と
ツ
ツ
ジ
の
並
木
路
で
す
。

園
内
に
は
約
１
０
０
品
種
、
２
万
株
も
の

ツ
ツ
ジ
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
頃

に
フ
ジ
も
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
６
月

に
は
隣
接
す
る
野
田
市
総
合
運
動
公
園
の

水
生
植
物
園
で
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
楽
し
め

ま
す
。

花
に
包
ま
れ
ひ
と
き
わ
に
ぎ
わ
う
清
水

公
園
一
帯
を
抜
け
て
香
橋

こ
う
ば
し

を
渡
り
、
小
さ

な
畑
が
続
く
小
道
を
進
む
と
、
真
光
寺
と

並
ん
で
岩
名
香
取
神
社
が
あ
り
ま
す
。
創

建
は
江
戸
時
代
初
期
の
１
６
１
４
（
慶
長

19
）
年
と
伝
え
ら
れ
、
拝
殿
奥
の
銅
板
葺

の
本
殿
に
見
事
な
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。

〈
千
葉
県
野
田
市
〉

道
幅
の
広
い
車
道
を
渡
っ
て
植
木
畑
の

あ
る
集
落
を
抜
け
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
江
戸

川
の
土
手
に
出
ま
す
。
川
面
ま
で
は
ヨ
シ

が
生
え
る
広
い
河
川
敷
が
あ
り
、
土
手
の

斜
面
は
小
さ
な
春
の
草
花
の
観
察
に
ぴ
っ

た
り
で
す
。
川
上
へ
15
分
ほ
ど
歩
き
、
岩

名
調
整
池
公
園
の
あ
た
り
で
土
手
を
下
り

ま
す
。
住
宅
街
を
通
っ
て
東
武
野
田
線
の

踏
切
を
渡
る
と
、
北
部
工
業
団
地
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
す
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内
に
、
目
指
す
七
光
台
温
泉
が

あ
り
ま
す
。

帰
路
は
、
七
光
台
温
泉
か
ら
東
武
野
田

線
七
光
台
駅
ま
で
約
15
分
の
道
の
り
で

す
。
本
コ
ー
ス
は
江
戸
川
を
川
上
に
進
み

ま
し
た
が
、
川
下
へ
２
・
５
km
ほ
ど
行
き

野
田
市
街
へ
と
続
く
県
道
に
出
て
、
そ
こ

か
ら
し
ょ
う
ゆ
の
街
の
歴
史
を
紹
介
す
る

野
田
市
郷
土
博
物
館
や
愛
宕
神
社
を
巡
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

清水公園のツツジの見頃は4月下
旬から5月。人の背丈以上に成長
したツツジの並木道があります。
中には樹齢300年以上の古品種
「ヤエキリシマ」などの珍しいも
のも見ることができます

千
葉
県
北
西
部
に
あ
る
清
水
公
園
か

ら
江
戸
川
の
土
手
を
散
策
し
ま
す
。
同

園
は
サ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て

広
く
知
ら
れ
、
金
乗
院
や
国
指
定
の
重

要
文
化
財
の
旧
花
野
井
家
住
宅
と
い
っ

た
旧
跡
も
あ
り
ま
す
。
起
伏
に
富
ん
だ

地
形
に
散
策
路
が
延
び
、
樹
木
の
生
い

茂
る
森
で
多
く
の
野
鳥
も
見
ら
れ
ま
す
。

11

平成14年にオープンした清水公
園内の花ファンタジア(有料)は四
季折々に約700種もの花々が見ら
れる花園。温室もあります



岩
名
香
取
神
社
の
本
殿

に
は
見
事
な
社
殿
彫
刻

が
あ
り
ま
す

写真提供／清水公園
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清
水
公
園
の
フ
ジ
棚
。
淡
い
紫
色
の
花
の

見
頃
は
５
月

大型ショッピングセンター、ロッ
クタウン内にある天然温泉。屋内の
大浴場のほか屋外に岩風呂(写真)、
うたた寝湯、壺湯、源泉湯がありま
す。お食事処やボディケアやフット
ケア施設も充実しています。
◆泉　　質／ナトリウム―塩化物強

塩温泉
◆効　　能／一般的適応症、切り傷、

やけど、慢性皮膚病、
慢性婦人病など

◆入浴料／大人700円　小人350円
◆営業時間／平日　10:00～深夜1:00
土曜・日曜・祝日　9:00～深夜1:00
※年中無休(点検の為、臨時休業あり)
04-7127-4126
http://www.kk-mimatu.com

●電車の場合(片道約１時間半・790円)
千葉駅(JR総武線)→船橋駅(東武野田線)→清水公園駅

●車の場合　国道16号を春日部方面に北上、野田警察
署の交差点を左折して約２km

〔お問い合わせ先〕
◆清水公園 04-7125-3030

http://www.shimizu-kouen.com
◆野田市総合運動公園 04-7125-1155
◆野田市観光協会 04-7123-1085

http://www.kanko-nodacity.jp/

金乗院の入口に建つ仁王門。開基600年を記念し
て平成10年に修復されました。鮮やかな丹

たん

塗り
が目を引きます。金乗院は室町時代に京都・醍

だい

醐
ご

寺の宥秀上人によって開山されたといわれます

江
戸
川
の
土
手
に

続
く
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド

七
光
台
温
泉

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉
東
武
野
田
線
清
水
公

園
駅→

岩
名
香
取
神
社→

七
光
台
温
泉

◎
約
１
時
間
半
※
見
学
・
休
憩
時
間
を
除
く



20

木を育てる心の栄養

生 生 ネき き ッ ト クーワ 46

保
育
所
に
到
着
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
支
柱
や

パ
ネ
ル
で
人
形
劇
の
背
景
を
組
み
立
て
、
上
演

準
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
団
員
は
香
取
地
区

更
生
保
護
女
性
会
の
会
員
で
佐
原
在
住
者
を
中

心
に
17
人
。
代
表
の
越
川
さ
ん
達
は
保
護
司
の

経
験
か
ら
、
犯
罪
者
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
幼

児
期
の
子
育
て
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。「
木
に
例
え
れ
ば
、
幼
児
期
は
栄
養
を
た

っ
ぷ
り
や
っ
て
丈
夫
な
根
を
張
る
時
期
。
将
来

枝
を
伸
ば
し
、
葉
を
茂
ら
せ
る
た
め
に
と
て
も

大
事
で
す
」
と
越
川
さ
ん
。
物
語
を
通
し
て
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
親
に
も
子
育
て
支
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

か
わ
い
い
お
客
様
が
揃
っ
て
上
演
開
始
。
前

子育て支援のための劇団旗揚げから４年。手作りの人形劇や紙芝居で自

主公演のほかに、香取地域の保育園や幼稚園を回り喜ばれています。東大

戸保育所(香取市)での上演に同行しました。

「根っこ座」（香取市）

大道具を運び入れるとすぐに組み立ての作業。子どもの目線に合せて
舞台の高さを調整します



半
は
紙
芝
居
の
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
カ
メ
レ
オ
ン
」。

ほ
か
の
動
物
を
う
ら
や
ま
し
が
り
、
ゾ
ウ
の
鼻

や
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
羽
根
を
次
々
手
に
入
れ
た
カ

メ
レ
オ
ン
。
と
こ
ろ
が
ご
自
慢
の
長
い
舌
が
出

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
ど
う
し
て
か
な
」

と
観
客
に
問
い
か
け
考
え
さ
せ
る
場
面
で
す
。

幕
間
は
簡
単
な
指
遊
び
で
一
息
入
れ
て
、
お

待
ち
か
ね
の
人
形
劇
「
三
枚
の
お
ふ
だ
」。
和

尚
さ
ん
が
止
め
る
の
を
聞
か
ず
裏
山
へ
栗
取
り

に
出
か
け
た
お
寺
の
小
僧
さ
ん
。
山
姥
に
化
か

さ
れ
危
う
い
と
こ
ろ
を
三
枚
の
お
札
を
使
っ
て

逃
げ
帰
っ
て
き
ま
す
。
誘
惑
に
負
け
な
い
、
危

険
を
察
知
す
る
教
訓
を
含
ん
だ
物
語
。
人
形
の

衣
装
や
背
景
、
栗
の
実
す
べ
て
手
作
り
で
す
。

結
成
当
初
は
借
り
物
で
し
た
が
、
材
料
費
や
手

間
が
か
か
っ
て
も
気
持
が
よ
り
伝
わ
る
の
で
は

と
手
作
り
の
道
具
を
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
動
く
紙
芝
居
２
作
、
人
形
劇
４

作
と
演
目
が
増
え
、
２
年
前
か
ら
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
か
ら
も
声
が
か
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
楽
し
く
て
役
立
つ
舞
台
が
人
気
を
呼

ん
で
公
演
依
頼
は
当
初
の
４
倍
。
今
年
は
年
間

20
回
近
く
に
な
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
保
護

司
や
調
停
委
員
の
仕
事
や
家
事
を
こ
な
し
な
が

ら
の
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
越
川
代

表
は
「
子
ど
も
達
の
反
応
が
嬉
し
く
て
。
そ
れ

を
支
え
に
続
け
て
い
ま
す
。
あ
の
迫
力
あ
る
歓

声
に
な
ん
と
か
都
合
を
つ
け
て
行
か
な
い
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
代
表
の
越
川
さ
ん
ま
で

０
４
７
８
（
５
２
）
３
５
１
０

21

子ども達の反応を肌で感じつつ、次の場面展開に気が抜けない舞台裏

人形劇の世界に引き込まれていく
子どもたち。優しげな姉さまに出
会った小僧さんの身に何が‥‥

舞
台
の
記
録
係
も
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
。
胸
に
は
会
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
ワ
ッ
ペ
ン

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
劇
団
代

表
の
越
川
さ
ん

飛び出す立体紙芝居に驚きの声

山姥を頓智で退治する和尚さん。人形の顔は発泡ス
チロールで作りました



鎌ヶ谷市東道野辺3-5-14
047-441-5901

http://www.peaterpan.com/
東武野田線鎌ヶ谷駅・
馬込沢駅から徒歩15分
7:00～20:00
毎週木曜日
１階店舗
２階テラス30席
60台

●
焼
き
た
て
パ
ン
を
テ
ラ
ス
で

小
麦
の
郷
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」
（
鎌
ヶ
谷
市
）

※L.O＝ラストオーダー　※料金は総額表示（消費税を含んだ価格）となります。

ホ
ッ
カ
ホ
カ
の
手
づ
く
り
パ
ン
が
そ
の
場
で
食
べ
ら

れ
る
―
。
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
は
毎
日
約
80
〜
１
０
０
種

類
、
１
日
に
10
回
以
上
も
石
窯
で
焼
き
上
げ
ま
す
。
土
・

日
に
は
１
万
個
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
売
れ
筋
の
ベ
ス
ト

３
は
、
１
位
が
焼
き
立
て
の
「
カ
ッ
ト
ピ
ザ
」（
１
６
８

円
）。
２
位
は
子
供
に
人
気
の
「
カ
レ
ー
パ
ン
」（
１
０
５

円
）。
３
位
は
、
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
が
好
評
の
「
チ
ー
ズ

フ
ラ
ン
ス
」（
ハ
ー
フ
で
１
３
６
円
）。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

は
も
ち
ろ
ん
、テ
ラ
ス
で
ゆ
っ
た
り
食
べ
る
の
は
最
高
。

コ
ー
ヒ
ー
は
無
料
の
う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
付
き
で
す
。

流山市流山5-19-4
04-7158-0068

http://www.kyo-kaneki.com
総武流山鉄道平和台駅
から徒歩３分
昼餉の部 11:30～14:30
夕餉の部 17:00～22:00 
月曜日、第２・４日曜
日の夕餉の部
カウンター12席、テーブ
ル16席。ほか個室あり
12台

一茶弁当は昼餉の部でいただけます。
ふっくらとしただし巻き玉子を目当て
に訪れるファンも多いとか。夕餉の部
は「おまかせ料理」が6,300円～、京都
牛しゃぶしゃぶ5,250円～など。大小宴
会場（80名まで）もあります。
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築
50
年
近
く
に
な
る
と
い
う
民
家
が
カ
フ
ェ
に
生
れ

変
っ
て
４
年
目
。
２
階
に
増
築
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
陶

芸
、
絵
画
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
展
示
。
年

に
３
回
ほ
ど
は
お
店
の
企
画
展
も
あ
り
ま
す
。
カ
フ
ェ

メ
ニ
ュ
ー
は
手
作
り
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
か
紅
茶
の

「
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」
が
人
気
で
７
５
０
円
。
抹
茶
あ
ん

み
つ
６
５
０
円
な
ど
。
ま
た
南
国
風
チ
キ
ン
カ
レ
ー

（
ミ
ニ
ヨ
ー
グ
ル
ト
付
き
）８
５
０
円
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

６
０
０
円
な
ど
軽
食
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

★
「
ゆ
と
り
」
読
者
特
典

＝
所
在
地
　

＝
交
通
　

＝
営
業
時
間
　

●
歴
史
あ
る
民
家
に
広
が
る
ア
ー
ト
空
間

カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ｕ
Ａ

ア

ン

テ

ィ

グ

ア

」

●
雅
の
心
伝
え
て
50
年

京
料
理
「
か
ね
き
」
（
流
山
市
）

ピーターパンは全部で４店。それぞれ

が“こだわり”の逸品を考案。同店で

は石窯焼きの「ブルーベリークッペ」

（126円）、まわりがサクサクの「デニ

ッシュブロート」（280円）が自慢です。

（
流
山
市
）

お
い
し
い
時
間
⑪

店名の「ＡＮＴＩＧＵＡ」はコーヒー
の産地グアテマラ共和国にある都市名。
またスペイン語で「古い」「昔から」の
意。アートとコーヒーの香りに包まれ
てくつろぎの一杯をどうぞ。新緑や紅
葉の時期はテラス席もおすすめです。

流山市加3-4-23
04-7158-8969

http://www.cafe-antigua.com
総武流山鉄道流山駅か
ら徒歩約10分
11:00～18:00
日曜・月曜・祝日
※夏期・冬期休業あり
30席。ほかに個室あり
３台

お
店
の
名
物「
一
茶
弁
当
」は
小
林
一
茶
に
ゆ
か
り
の

深
い
流
山
の
地
な
ら
で
は
の
命
名
で
す
。
旬
の
野
菜
の

煮
物
や
魚
の
焼
物
な
ど
が
少
し
ず
つ
盛
り
つ
け
さ
れ
た

点
心
盛
り
は
ま
る
で
花
か
ご
の
よ
う
。「
そ
れ
ぞ
れ
味

付
け
が
違
っ
て
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
既
製
品
は
使

い
ま
せ
ん
」
と
当
代
主
人
。
50
年
来
、
職
人
達
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
お
店
の
ポ
リ
シ
ー
で
す
。
点
心
盛
り
、

お
造
り
、
だ
し
巻
き
玉
子
に
、
先
付
け
、
ご
飯
、
お
椀
、

デ
ザ
ー
ト
が
つ
い
て
２
９
４
０
円
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

味
が
楽
し
め
ま
す
。



市川市新田5-5-33
ままがーでん２階
047-322-0255
京成電鉄市川真間駅南
口から徒歩１分。また
はJR市川駅北口から
徒歩約７分
11:30～15:00（L.O14:00）
17:30～不定（L.O21:00）
水曜日　　26席
２台（要連絡）

23

千葉市若葉区金親町1027
043-237-8555

千葉都市モノレール千
城台駅下車。千城台東
小学校前を御成街道ま
で直進し、御成街道を
右折、約600ｍ
11:00～19:00
日曜日
34席＋予約席６畳１間
10台

山武郡九十九里町片貝
2966-2   0475-76-8888
http://www.dai-rin.net
JR東金駅から九十九里
バスで「九十九里町役
場」下車、徒歩２分
平日11：30～15：00 17：00～23：00
土日祭11：30～23：00
年中無休
カウンター・テーブル
40席、座敷60席
約100台※大型バスも可

地
元
で
「
セ
グ
ロ
（
背
黒
）」
と
呼
ば
れ
る
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
。

刺
身
や
団
子
汁
に
と
ど
ま
ら
ず
押
寿
し
、ハ
ン
バ
ー
グ
、

唐
揚
げ
、
グ
ラ
タ
ン
、
ピ
ザ
、
と
食
し
て
み
た
い
独
創

的
な
品
々
。
セ
グ
ロ
は
季
節
を
問
わ
ず
安
定
し
た
量
が

漁
獲
さ
れ
る
の
で
品
薄
に
な
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
替
り
ラ
ン
チ
６
８
０
円
（
平
日
の
み
）、
各
種
定
食

８
９
０
円
〜
な
ど
、イ
ワ
シ
以
外
の
料
理
も
あ
り
ま
す
。

広
々
と
し
た
店
内
は
テ
ー
ブ
ル
の
高
さ
や
通
路
の
幅
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

＝
定
休
日
　
　
＝
席
数
・
部
屋
数
　
　
＝
駐
車
場

●
そ
ば
通
の
店

「
葉
　
月
」

●
九
十
九
里
で
イ
ワ
シ
三
昧

海
味
の
房
「
大

輪
」
（
九
十
九
里
町
）

店
名
の
サ
ン
セ
リ
テ
（
仏
語
で
「
誠
実
な
」）
は
浅

井
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
恩
師
が
命
名
。
大
学
で
仏
文
学

を
学
ん
だ
浅
井
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
を
見
聞
後
、
都
内
の

有
名
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
を
経
て
、
４
年
前
に
か
わ
い
ら

し
い
お
店
を
開
き
ま
し
た
。「
こ
の
規
模
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
」
と
。
一
人
で
も
気

軽
に
入
れ
、
自
宅
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
店
を

作
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
は
心
を
一
つ
に
し
て
き
ま
し
た
。

真
心
と
確
か
な
味
が
口
コ
ミ
で
伝
わ
り
、
サ
ー
ク
ル
の

集
ま
り
に
も
大
変
重
宝
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

ステンドグラスや明るい画風のアート
作品で飾られた店内。ランチのＡコー
ス（2,625円）はオードブル、メイン（魚
か肉）、デザートの盛り合せ、コーヒ
ーまたは紅茶。別料金でスープをつけ
ることもできます。ランチ、ディナー
ともにご予約ください。

●
一
人
で
も
気
軽
に
フ
レ
ン
チ

「
讃サ

ン

世セ

利リ

亭テ

」
（
市
川
市
）

店
長
の
岩
内
忠
直
さ
ん
は
こ
の
道
20
年
の
ベ
テ
ラ

ン
。
お
す
す
め
は
、
ズ
バ
リ
「
せ
い
ろ
」（
５
３
０
円
）

と
「
さ
ら
し
な
」（
５
８
０
円
）。
自
家
挽
き
の
手
打
ち

中
細
麺
は
、
こ
し
が
強
く
、
の
ど
ご
し
が
良
い
と
大
好

評
。
少
し
甘
め
の
タ
レ
は
薬
味
の
白
ネ
ギ
に
な
じ
み
、

そ
ば
独
特
の
風
味
を
引
き
立
て
ま
す
。
手
づ
く
り
に
こ

だ
わ
り
、
店
内
照
明
器
具
の
意
匠
を
は
じ
め
、
ど
ん
ぶ

り
や
茶
器
、
花
瓶
な
ど
陶
器
類
は
、
す
べ
て
自
身
の
作

で
仕
事
の
合
間
に
ろ
く
ろ
を
回
し
て
作
っ
た
も
の
。
薬

味
入
れ
や
盆
な
ど
の
漆
器
類
も
自
慢
の
逸
品
で
す
。

右上から時計回りに、いわしのピザ
（780円）、いわし三点盛り（1,000円）、い
わし押寿し（700円）。手作りのつみれや
セロリ漬け、南蛮漬けなどのお土産も
好評。

（
千
葉
市
）

お
い
し
い
時
間
⑪

細い御成街道に面した千葉市の奥座敷
に位置し「そば」と染め抜かれた暖簾
が田舎屋風の入口に下がっています。
そば通の固定客やゴルフ帰りの常連客
でにぎわいます。




